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【目的】我々はこれまでに複核シッフ塩基錯体の特性
を活用し、種々の触媒的不斉反応の開発に成功してい
る１）

 。今までの触媒系の基本概念はルイス酸―ブレン
ステッド塩基による二点活性化機構であったが、今回
この触媒系の新たな展開を模索すべく、ルイス酸―ル
イス塩基の組み合わせを特徴とする新規不斉触媒の開
発に着手した。 
【結果】本研究では、まずホスフィンを導入した新規
配位子 1を合成し、以下に示す環化付加反応への適用を試みた。種々検討の結果、
α―付加体 4aのみを良好な収率にて得ることに成功した。γ―付加体 4bは全く
観測されなかった。現在不斉誘起の実現を目指しているところである。本発表で
は触媒的不斉反応へ向け様々検討した結果について詳細に報告する予定である。 
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